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防
犯
訓
練
で
刺
す
又
の
使
い
方

を
学
ぶ
教
職
員
＝
金
沢
東
高 

 

 

金
沢
東
高
校
教
職
員
研
修
会

の
防
犯
訓
練
は
三
月
三
十
日
行

わ
れ
、
学
外
か
ら
の
侵
入
者
に

ど
う
対
処
す
る
か
に
つ
い
て
、

認
識
を
高
め
ま
し
た
。 

 

講
師
は
金
沢
中
警
察
署
生
活

安
全
課
の
奥
裕
一
郎
係
長
ら
が

務
め
ま
し
た
。
奥
係
長
は
近
年

起
き
た
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入

事
案
を
紹
介
し
、「
ど
ち
ら
さ
ま

で
す
か
」
と
声
を
か
け
る
こ
と

を
怠
っ
た
不
審
者
へ
の
注
意
の 

の
各
種
規
程
や
書
類
、
看
板

類
の
変
更
を
行
い
、
新
年
度

の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
１
号
館
玄
関
の
大
理
石

の
柱
に
も
新
し
い
法
人
名
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

職
員
が
使
用
し
て
い
る
名

札
も
更
新
し
、
新
ロ
ゴ
と
顔

写
真
を
入
れ
て
首
か
ら
提
げ

る
タ
イ
プ
＝
写
真
＝
に
変
更

し
ま
す
。
不
審
者
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
非
常
勤
講
師
の
皆
さ

ん
に
も
名
札
を
提
げ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

欠
如
や
、
通
報
・
避
難
誘
導
の

遅
れ
、
役
割
分
担
の
欠
如
な
ど

を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
警

察
へ
の
連
絡
と
連
携
の
ポ
イ
ン

ト
も
挙
げ
ま
し
た
。 

 
実
際
に
刺
す
又
を
使
っ
て
侵

入
者
へ
の
防
御
方
法
に
つ
い
て

実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
職
員
は
、
犯
人
役
と
防
御
役

を
務
め
、「
刺
す
又
は
抑
圧
の
一

手
段
で
あ
り
、
複
数
の
教
員
の

協
力
で
ま
ず
凶
器
を
取
り
上
げ 

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

 

と
進
学
相
談
会
の
日
程 

 

平
成
十
七
年
度
の
金
沢
学

院
大
学
、
金
沢
学
院
短
期
大

学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
六
月
十
九
日
（
日
）
と

八
月
十
日
（
水
）
に
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
進
学
相
談
会
は
六

月
二
十
五
日
、
八
月
二
十
七

日
、
九
月
十
七
日
、
十
月
十

五
、
十
六
日
（
清
鐘
祭
）
、
十

二
月
十
七
日
の
予
定
で
す
。 

学
校
法
人
金
沢
学
院 

４
月
か
ら
新
し
い
名
前
に 

金
沢
学
院
東
高
等
学
校 

 

学
校
法
人
金
沢
学
院
大
学
は
四
月
一
日
か
ら
、
法
人
名

を
「
学
校
法
人
金
沢
学
院
」
、
高
校
名
を
金
沢
学
院
大
学
附

属
金
沢
東
高
等
学
校
か
ら
「
金
沢
学
院
東
高
等
学
校
」
に

そ
れ
ぞ
れ
改
め
ま
す
。
来
年
の
学
園
創
立
六
十
周
年
に
向

け
た
学
園
改
革
の
一
環
で
、
併
せ
て
頭
文
字
「
ｋ
ｇ
」
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
＝
左
の
図
＝
も
使
用

を
開
始
し
ま
す
。 

法
人
名
の
変
更
は
、
大
学

名
の
混
同
を
避
け
た
い
と
の

狙
い
も
あ
り
ま
す
。 

高
校
名
は
法
人
名
の
変
更

に
合
わ
せ
て
、「
金
沢
学
院
大

学
」
「
金
沢
学
院
短
期
大
学
」

と
表
記
の
統
一
を
図
り
ま
し

た
。
従
来
呼
び
慣
ら
さ
れ
た

「
金
沢
東
高
校
」
も
通
称
、

略
称
と
し
て
使
用
を
続
け
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

法
人
名
の
変
更
、
高
校
名

の
変
更
に
合
わ
せ
て
、
学
内 

来
年
60
周
年
、
新
ロ
ゴ
も 

 

刺
す
又
使
っ
て
防
御
実
技
も 

 

東
高
で
教
職
員
防
犯
研
修 

る
こ
と
が
重
要
」
と
の
説
明
に

う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。 

能
楽
部
が
自
演
会 

 

金
沢
学
院
大
学
能
楽
部
の
第

九
回
自
演
会
＝
写
真
右
＝
は
二

月
二
十
六
日
、
石
川
県
立
能
楽

堂
で
行
わ
れ
、
部
員
七
人
が
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
賛
助
出
演
も
仰
ぎ

な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
精
進
の
成  

三
月
二
十
四
日
か
ら
六
日
間
、

金
沢
市
香
林
坊
の
に
ぎ
わ
い
回

廊
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
き
ん
し
ん
で

開
か
れ
ま
し
た
。 

 

三
年
生
六
人
と
卒
業
し
た
四

年
生
二
人
が
「
御
洒
落
麻
雀
」

「
伝
言
ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
」「
古

都
金
沢
バ
ー
チ
ャ
ル
散
策
シ
ス

テ
ム
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

の
計
八
点
を
出
展
し
ま
し
た
。 

Ｃ
Ｇ
研
究
部
が
デ
ジ
展 
 

Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
）
部
の
「
デ
ジ
展
」

＝
写
真
上
段
＝
は
三
月
十
日
か

ら
六
日
間
、
金
沢
市
香
林
坊
の

に
ぎ
わ
い
回
廊
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

き
ん
し
ん
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
心
」
で
、
Ｃ
Ｇ

ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

な
ど
を
目
指
す
部
員
が
授
業
の

空
き
時
間
や
放
課
後
な
ど
を
利

用
し
て
制
作
し
た
十
一
点
を
披

露
し
ま
し
た
。 

 

飯
田
ゼ
ミ
生
が
作
品
展 

 

美
術
文
化
学
部
情
報
デ
ザ
イ 

ン
学
科
の
飯
田
ゼ
ミ
に
所
属
す

る
学
生
の
作
品
展
「
サ
ム
ラ
イ

Ｄ
６
＋
＋
」
＝
写
真
下
段
＝
は 

果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

 

連
吟
「
葵
上
」
、
舞
囃
子
「
小

袖
曽
我
」
、
仕
舞
「
春
日
龍
神
」

は
部
員
が
総
出
演
し
ま
し
た
。

舞
囃
子
で
は
、
舞
、
大
鼓
、
小

鼓
、
笛
が
息
の
あ
っ
た
演
奏
を

聴
か
せ
ま
し
た
。 


